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企画プログラム

開会式　 第1会場（1F  四国銀行ホール）  8月29日土    9:30-9:40   

会長講演　 第1会場（1F  四国銀行ホール）  8月29日土    9:40-10:20 

コンフリクトから調和を生み出す家族との伴走

　　　座　長： 野嶋 佐由美（高知県立大学 名誉教授）

　　　演　者： 瓜生 浩子（高知県立大学看護学部 教授）

特別講演　 第1会場（1F  四国銀行ホール）  8月29日土  10:30-11:30 

“見えない障害”が家族に巻き起す不調和とともに生きる

　　　座　長： 瓜生 浩子（高知県立大学看護学部 教授）

　　　講　師： 柴本 礼（一般社団法人日本ケアラー連盟 理事）

教育講演Ⅰ　 第1会場（1F  四国銀行ホール）  8月29日土  13:20-14:20 

システムとしての家族に生じるコンフリクトと成長

　　　座　長： 服部 淳子（愛知県立大学 副学長・看護学部 教授）

　　　講　師： 中垣 真通（子どもの虹情報研修センター 研究部長）

教育講演Ⅱ　 第1会場（1F  四国銀行ホール）  8月30日日    9:30-10:40 

調和を生み出すためのバウンダリーへの注目と家族メディエーションの試み

　　　座　長： 長戸 和子（高知県立大学 名誉教授）

　　　講　師： 渡辺 裕子（NPO法人日本家族関係・人間関係サポート協会 理事長）
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シンポジウムⅠ　 第1会場（1F  四国銀行ホール）  8月29日土  14:40-16:10 

コンフリクトをどう読み解くか－臨床哲学 ・法律・経営の視点から考える

　　　座　長： 山崎 あけみ（大阪大学大学院 医学系研究科保健学専攻 教授） 
本田 順子（兵庫県立大学 地域ケア開発研究所 教授）　　　　

シンポジスト： 堀江 剛（大阪大学大学院人文学研究科 臨床哲学） 
吉田 満梨（神戸大学大学院経営学研究科） 
中島 香織（高知弁護士会 / あさひの風法律事務所）

シンポジウムⅡ　 第1会場（1F  四国銀行ホール）  8月30日日  13:30-15:00 

コンフリクトを抱える家族に調和を生み出す家族支援専門看護師のわざ

　　　座　長： 櫻井 大輔（東海大学 医学部看護学科 講師 / 家族支援専門看護師）  　　　　　　　　　　　 
藤原 真弓（地方独立行政法人堺市立病院機構堺市立総合医療センター 家族支援専門看護師）

シンポジスト： 星川 理恵（高知大学医学部附属病院） 
野々山 敦夫（愛知県医療療育総合センター中央病院 看護部） 
関 隆裕（株式会社総合医療サポート 訪問看護ステーションいちごの花）

市民公開講座　 第1会場（1F  四国銀行ホール）  8月30日日  11:00-12:00 

医療的ケアを受けている子どもと家族の未来へつながる選択

　　　司　会： 中野 綾美（高知県立大学 名誉教授）

　話題提供者： 平田 江美（保育士 / 絵本作家（平田エミ）） 
石浦 光世（関西医科大学 看護学部 生涯発達分野（こども看護学領域）准教授 / 小児看護専門看護師）

ランチョンセミナー　 第2会場（2F  龍馬学園イベントホール）  8月29日土  12:00-13:00 

家族と医療をつなぐ情報連携  
― 新たな地域医療構想におけるEHRを活用した家族看護支援の可能性 —

　　　座　長： 横田 元（株式会社ヘルスケアリレイションズ 取締役副社長）

　　　講　師： 北村 有岐（株式会社ケアコム 商品企画グループ ゼネラルマネージャー）

　　　共　催：株式会社ケアコム / 株式会社ヘルスケアリレイションズ

閉会式　 第1会場（1F  四国銀行ホール）  8月30日日  16:00-             
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一般演題  口演

口演  第1群　 第2会場（2F  龍馬学園イベントホール）  8月29日土  10:30-11:30 

家族を支える資源

座長： 河原 宣子（京都橘大学 看護学部）

O-1-1 小児訪問看護に踏み出せない訪問看護師の心理的ハードルと支援の方向性
吉田 めぐみ1）、西田 みゆき2）

1）順天堂大学 医療看護学部.
2）順天堂大学 大学院 医療看護学研究科

O-1-2 医療的ケア児を育てる母親の次子出産支援 ―レスパイト入院を活用した1事例―
染矢 彩乃、川島 早貴、天野 舞子、石岡 秀子
JCHO北海道病院 4階病棟

O-1-3 障がい児・医療的ケア児家族の外出障壁低減とウェルビーイング変容に関する 
インクルーシブ映画上映会の意義
岡垣 千尋、阿部 裕乃、中川 知郎、笠原 あゆみ、野田 万由、田中 翔子、中川 悠樹
特定非営利活動法人AYA

O-1-4 倫理コンサルテーション内容から見えてきた課題  
－身寄りのない患者の意思決定を支えるために－
松本 修一
洛和会音羽病院 看護部長室

O-1-5 看葬連携に関する探索的研究
坂詰 大輔1）、國居 早苗1）、宇屋 貴2）、吹田 朋子2）

1）桜新町ナースケア・ステーション.
2）公益社

口演  第2群　 第3会場（11F  大講義室）  8月29日土  13:10-14:10 

こころの健康問題を持つ人と家族

座長： 塩飽 仁（東北大学大学院医学系研究科保健学専攻）

O-2-1 不登校児の父親・母親のメンタルヘルス支援ニーズおよび研究課題の検討： 
当事者の視点を取り入れて
鈴木 嘉代子、佐藤 伊織、矢郷 哲志
東京科学大学 保健衛生学研究科 小児・家族発達看護学分野

O-2-2 学童期の不登校の子供を持つ家族のエンパワーメントをもたらす養護教諭の支援
元吉 直子1）、池添 志乃2）

1）土佐市立高岡第一小学校.
2）高知県立大学
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O-2-3 COVID-19による面会制限下において慢性期精神科病棟で面会に至るまでの家族への 
支援
有澤 瑞記、清岡 伶花、中嶋 りさ、森木 妙子
社会医療法人仁生会細木病院

O-2-4 成人初期にある精神障害者の社会的自立を支える親への看護実践
穴吹 亮典1）、田井 雅子2）

1）香川県立丸亀病院.
2）高知県立大学

O-2-5 精神科未治療・治療中断の状態にある人の受療行動を促すための家族の交渉  
～専門職との協働に焦点をあてて～
藤代 知美1）、塩見 理香2）、髙橋 真紀子3）、森下 幸子2）、畦地 博子2）、田井 雅子2）、池内 香2）

1）四国大学 看護学部.
2）高知県立大学 看護学部.
3）高知学園 短期大学 看護学科

口演  第3群　 第3会場（11F  大講義室）  8月29日土  14:25-15:25 

エンドオブライフケアと家族

座長： 伊東 美佐江（山口大学大学院医学系研究科保健学専攻）

O-3-1 受験期の子どもをもつ終末期がんの母親の意思決定を促す家族支援の有用性 
－家族システム理論の視点から－
戸田 美音子
市立青梅総合医療センター

O-3-2 家族支援専門看護師の統率により医療チームが協働し終末期がん患者と家族の 
自宅退院の願いを支えた退院調整
矢野 春香1）、小野 美雪2）

1）医療法人 藤井会 香芝生喜病院.
2）社会医療法人 誠光会 淡海ふれあい病院

O-3-3 地域の二次救急病院の一般病棟で亡くなった高齢患者の家族の体験
石村 美佳1）、森 恵子2）

1）井原市立井原市民病院.
2）岡山大学 学術研究院 保健学域

O-3-4 急性期病棟における、終末期患者・家族への看護実践と患者家族が考えるケアに対する
調査について
後藤 陽凪、高月 いちは、山本 愛結
社会医療法人ジャパンメディカルアライアンス 海老名総合病院 看護部

O-3-5 救急現場での代理意思決定とグリーフケア ～「渡辺式」の思考の臨床応用の可能性～
澤田 紀子1）、柳原 清子2）

1）東京医科大学病院.
2）『渡辺式』家族看護研究会
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口演  第4群　 第3会場（11F  大講義室）  8月29日土  15:40-16:30 

子どもと家族1：家族の体験
座長： 濵田 裕子（下関市立大学 看護学部）

O-4-1 新生児を迎える父親の仕事と育児の調整
塩見 真以1）、西原 菜々子2）、安藤 寧々華3）、福城 百々香4）、德岡 麻由5）、嶋岡 暢希5）

1）高知県・高知市病院企業団立 高知医療センター.
2）独立行政法人 国立病院機構 高知病院.
3）地方独立行政法人 大阪市民病院機構 大阪市立総合医療センター.
4）島根大学 医学部付属病院.
5）高知県立大学 看護学部

O-4-2 思春期に同胞の入院に伴い親と離れて生活をしたきょうだいの体験
葛西 茉莉聖1）、涌水 理恵2）

1）筑波大学大学院看護科学学位プログラム.
2）筑波大学医学医療系

O-4-3 表皮水疱症の子どもを養育する家族の経験：スコーピングレビュー
佐々木 啓太、松澤 明美
北海道大学 大学院保健科学研究院 創成看護学分野

O-4-4 発達障害児の親がきょうだいを社会支援につなげるプロセス
田中 由紀、西田 千夏
藍野大学 看護学部 看護学科

口演  第5群　 第3会場（11F  大講義室）  8月30日日    9:30-10:40 

地域で暮らす家族

座長：  門間 晶子（名古屋市立大学）

O-5-1 働く母親と幼児期前期の子どもとの間に生じる葛藤、およびその調整プロセス
佐橋 詩英1）、木野 有美2）、安藤 美音3,4）、奥村 智志5）、佐藤 一樹2）、川島 有沙2）、杉村 鮎美6）、.
牧 茂義2）

1）あいち小児保健医療総合センター 看護部.
2）名古屋大学大学院 医学系研究科 総合保健学専攻.
3）名古屋大学大学院 医学系研究科 総合保健学専攻 博士後期課程.
4）医療法人静心会 桶狭間病院藤田こころケアセンター.
5）京都大学大学院 医学系研究科 人間健康科学系専攻.
6）岐阜大学大学院 医学系研究科 看護学専攻

O-5-2 養育里親の語りから検討する里子の社会性育成に向けた支援
岩元 豪1）、西田 千夏2）

1）一般社団法人ホスピタリティジャパン.
2）藍野大学看護学部 看護学科

O-5-3 入退院を繰り返す心不全患者と共に生活する家族の家族マネジメント
淺香 早希1）、瓜生 浩子2）

1）横浜労災病院.
2）高知県立大学 看護学部
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O-5-4 リモートケアシステムに登録したケアラーの背景・特徴と希望するプログラムに関する
記述的研究
涌水 理恵1）、藤岡 寛2）、永田 智子3）、渡邉 照美4）、松澤 明美5）、河野 禎之6）、佐藤 伊織7）、.
海野 潔美8）、辻 京子9）、森田 久美子10）、窪田 満11）

1）筑波大学 医学医療系 発達支援看護学.
2）茨城県立医療大学 保健医療学部 看護学科 小児看護学.
3）慶應義塾大学 看護医療学部 在宅看護学.
4）佛教大学 教育学部.
5）北海道大学 保健科学研究院 創成看護学分野.
6）筑波大学 人間系.
7）東京科学大学 保健衛生学研究科 小児・家族発達看護学分野.
8）茨城キリスト教大学 看護学部.
9）四国大学 看護学部.
10）立正大学 社会福祉学部.
11）国立研究開発法人国立成育医療研究センター 総合診療部

O-5-5 認知症初期集中支援チームによる没交渉の夫婦の支援
山本 一美
社会医療法人三上会東香里病院訪問看護ステーション

O-5-6 看取り期に真っ正直な言葉で家族の背中を押し、山あいの〝ウチ〟へ「ただいま」を 
実現させたつなぐ看護
山田 香奈1）、柳原 清子2）、俣野 久美1）、永田 恵美1）

1）飯山赤十字病院.
2）「渡辺式」家族看護研究会

口演  第6群　 第3会場（11F  大講義室）  8月30日日  11:00-12:10 

急性・慢性の健康問題を持つ人と家族
座長： 小林 京子（聖路加国際大学 看護学部）

O-6-1 喉頭摘出により音声機能を喪失した患者と家族生活への適応を支える熟練看護師の実践
石田 さゆり1）、中山 美由紀2）、井上 敦子2）

1）兵庫県立がんセンタ―.
2）大阪公立大学大学院 看護学研究科

O-6-2 脳血管疾患患者家族の思いの様相：回復期リハビリテーション病棟入棟から退院まで
雨宮 美希1,2）、村山 志保3）、上別府 圭子3）

1）国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 博士課程 保健医療学専攻.
2）国際医療福祉大学熱海病院.
3）国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科

O-6-3 重度意識障害のある脳卒中患者の家族に対する看護実践  
－意識回復の期待と現実に揺れる家族に焦点を当てて－
川添 ひとみ1）、中山 美由紀2）、井上 敦子2）

1）大阪府済生会千里病院.
2）大阪公立大学 看護学研究科
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O-6-4 救命救急センターへ入室した経験をもつ患者の家族機能と不安との関連  
～ 一般病棟転棟後の家族に焦点を当てて ～
國岡 貴香1）、井上 玲子2）、松木 勇樹2）

1）国家公務員共済組合連合会 横須賀共済病院.
2）東海大学 医学部 看護学科

O-6-5 二次救急外来に勤務する看護師の家族看護実践内容とストレスの実態
小野寺 美奈1）、塚越 みどり2）、松木 勇樹2）、井上 玲子2）

1）医療法人社団武蔵野会 新座志木中央総合病院.
2）東海大学 医学部 看護学科

口演  第7群　 第3会場（11F  大講義室）  8月30日日  13:30-14:30 

家族看護の探究

座長： 佐藤 伊織（東京科学大学 保健衛生学研究科）

O-7-1 介護の準備性を高める教育プログラムの効果検討  
―医療機関職員を対象とした前後比較研究―
水野 志保1,3）、目 麻里子2）、横島 佳奈1,6）、清水 ひなの1）、高岡 茉奈美4）、五十嵐 歩4）、山本 則子5）

1）筑波大学 医学群 看護学類.
2）筑波大学 医学医療系 看護・健康科学域.
3）株式会社AGRICARE 訪問看護ステーション紅白.
4）千葉大学大学院 看護学研究院 先端実践看護学研究部門 高齢社会実践看護学講座.
5）東京大学大学院 医学系研究科 高齢者在宅長期ケア看護学分野.
6）筑波大学附属病院

O-7-2 インターネット上にある導尿に関する患者・家族向け教育資料の理解しやすさと 
行動しやすさの評価
小林 佳寛1,2）、沖本 昌子2）、髙瀬 寛子2）、古川 奈緒子2）、荒木田 美香子3）

1）杏林大学 保健学部 看護学科 看護養護教育学専攻.
2）川崎市立看護大学大学院 博士後期課程.
3）川崎市立看護大学 看護学部 看護学科

O-7-3 親のネグレクト行動に関する自己報告式尺度Mother-Child Neglect Scale（MCNS） 
日本語版改変版の開発
小稲 文1）、村山 志保2）、河村 秋3）、二野屛 美佳4）、細谷 幸子5）、上別府 圭子2）

1）秀明大学 看護学部 看護学科.
2）国際医療福祉大学 大学院 医療福祉学研究科.
3）和洋女子大学 看護学部 看護学科.
4）獨協医科大学 看護学部 看護学科.
5）国際医療福祉大学 成田看護学部 看護学科

O-7-4 家族看護におけるエフェクチュエーションの適用可能性： 
二重ABCXモデルを補完するケア創出モデルの検討
角田 ますみ1）、工藤 葵2）、栗田 智美3）、吉田 満梨4）

1）杏林大学 保健学部 臨床検査技術学科.
2）医療法人 勝又 高台病院.
3）医療法人社団 三喜会 鶴巻温泉病院.
4）神戸大学大学院 経営学研究科
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O-7-5 AI時代の家族看護教育： 
看護基礎教育での「家族の構造・機能・発達」をどのように教育デザインするか
柳原 清子1）、坂本 希世2）、吉村 隆2）、青木 駿介2）、大曽根 由季2）

1）元長野県看護大学  「渡辺式」家族看護研究会.
2）長野県看護大学

口演  第8群　 第3会場（11F  大講義室）  8月30日日  14:50-15:50 

子どもと家族2：家族への支援
座長： 相墨 生恵（岩手県立大学 看護学部）

O-8-1 NICUでのきょうだい面会の導入と課題 ー面会時期に着目した検討ー
鎌田 侑希、藤森 絵美、廣瀬 遥菜、茂木 マドカ、田村 めぐみ
独立行政法人 地域医療推進機構 北海道病院 看護部 NICU

O-8-2 新生児一時保護に至った母親の背景と助産師による支援の実際と役割
上杉 恭子
小田原市立総合医療センター

O-8-3 新生児一時保護における地域医療連携室の役割 ～17事例の検討より～
佐藤 香葉
小田原市立総合医療センター

O-8-4 在宅療養しているこどもの遊びに関する看護師の家族支援
鈴木 由貴、吉田 めぐみ
順天堂大学 医療看護学部

O-8-5 発達が気になる子どもの子育てにおける感情コントロールに関する支援の効果
富澤 弥生
東北福祉大学 健康科学部 保健看護学科

O-8-6 未成年の子どもを持つ終末期がん患者の家族に対する家族支援専門看護師による 
家族支援
柴﨑 有美1）、長戸 和子2）、瓜生 浩子3）

1）横浜市立大学附属 市民総合医療センター.
2）元高知県立大学 看護学部.
3）高知県立大学 看護学部
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一般演題  示説

示説  Ａ群　 第7会場（7F  第3展示室）  8月29日土  14:40-15:10 

子どもと家族1

P-A1-1 がんで闘病したシングルマザーの子どもの体験とニーズ
藤田 千春1）、中村 をり葉2）

1）杏林大学 保健学部看護学科 看護養護教育学専攻.
2）東京大学医学部附属病院

P-A1-2 養育里親と里子の家族形成プロセス： 
複線径路等至性アプローチとリフレクシブ・テーマ分析を用いて
新居田 佳祐1）、森﨑 真由美1,2）、勝倉 奈穂3）、村本 美由希1,2）、福井 美苗1,2）、佐藤 伊織4）、.
池田 真理1,2）

1）東京大学大学院 医学系研究科 健康科学・看護学専攻 家族看護学分野.
2）東京大学大学院 医学系研究科附属 グローバルナーシングリサーチセンター.
3）社会福祉法人六踏園 品川景徳学園.
4）東京科学大学 保健衛生学研究科 小児・家族発達看護学分野

P-A1-3 小学校高学年の子どもの養育者における「食」に関する子育て意識の検討  
―自由記述データのテキストマイニング分析―
甲斐 舞子1,2）、山崎 あけみ1）、川原 妙1）

1）大阪大学大学院 医学系研究科 保健学専攻 統合保健看護科学分野 生命育成看護科学講座 小児・家族看護学教室.
2）千里金蘭大学 看護学部 看護学科

P-A1-4 子どもと家族を対象とした通所施設に関する国内文献の検討
釜石 友世1）、杉村 篤士2）、井上 玲子2）

1）東海大学大学院 医学研究科 看護学専攻.
2）東海大学 医学部 看護学科

P-A1-5 教員がとらえる中学生の自己肯定感
関 正節1）、徳岡 麻由2）、窪田 純子3）、尾﨑 貴美4）、岩﨑 美幸5）、廣末 ゆか6）、嶋岡 暢希2）

1）高知県・高知市病院企業団立 高知医療センター.
2）高知県立大学看護学部.
3）高知県安芸福祉保健所.
4）社会医療法人近森会.
5）元高知学園短期大学.
6）高知学園短期大学

親になる人と家族

P-A2-1 妊娠中の母親が父親に望むサポート内容と父親が実際に母親にしているサポート内容の
相違：育児雑誌の文献調査
村 知優1）、矢郷 哲志2）、松崎 愛2）、佐藤 伊織2）

1）東京科学大学 医学部 保健衛生学科看護学専攻.
2）東京科学大学（Science Tokyo）保健衛生学研究科小児・家族発達看護学分野
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P-A2-2 子どもの養育の意向をめぐる家族の合意形成を支える看護介入
上村 奈緒子、大西 哉子
岡山大学病院

P-A2-3 第一子の親への移行期における夫婦のダイアディック・コーピング：縦断研究
川鍋 紗織、廣山 奈津子、小笹 由香、松﨑 政代
東京科学大学大学院 保健衛生学研究科

P-A2-4 乳児期の子どもを持つ家族のFamily Confidence ～遠隔看護実践の語りの分析～
八巻 和子1）、岩﨑 順子2）、德岡 麻由2）、幸﨑 若菜3）

1）山梨県 医療的ケア児 支援センター.
2）高知県立大学 看護学部.
3）出張専門助産所 ひらく

P-A2-5 乳児期の子どもを持つ家族への遠隔看護  
～参加観察からえられた家族を捉えるための視点～
德岡 麻由1）、岩﨑 順子1）、八巻 和子2）、幸﨑 若菜3）

1）高知県立大学 看護学部.
2）山梨県医療的ケア児支援センター.
3）出張専門助産所 ひらく

働く世代と家族

P-A3-1 中高年期にあるダブルケアラーの負担構造と健康状態の性差に関する研究
水野 千奈津
大東文化大学 スポーツ・健康科学部 看護学科

P-A3-2 中高年期におけるダブルケアラーの援助希求とセルフケアを通した経験プロセスに 
関する研究 ―性差に着目して―
水野 千奈津
大東文化大学 スポーツ・健康科学部 看護学科

P-A3-3 介護付き有料老人ホームにおけるトラベルビーモデルに基づく 入居者家族と 
ケアスタッフの関係構築
河野 圭介
株式会社アズパートナーズ アズハイム光が丘

地域で暮らす人と家族

P-A4-1 在宅で生活する医療的ケア児のきょうだいにおける経験に関する文献検討
中口 尚始、山口 未久、堀元 綾乃、原田 清美
京都府立医科大学 医学部 看護学科

P-A4-2 障がいのある人の将来のケアとケア計画に関するきょうだいの認識： 
スコーピングレビュー
松澤 明美1）、滝島 真優2）、鈴木 征吾3）

1）北海道大学大学院保健科学研究院.
2）明星大学人文学部.
3）千葉大学大学院看護学研究院
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P-A4-3 訪問看護導入期におけるALSで胃瘻のある方への家族支援について
小林 裕美
四天王寺大学 看護学研究科

P-A4-4 在宅看取りを選択する家族の心境転換を支える訪問看護師の関わり  
―介入のタイミングとあり方に着目して―
長谷川 さおり1）、松本 修一2）、穴吹 浩子3）、河原 宣子4）

1）紀南医師会 訪問看護ステーション ほほえみ.
2）洛和会音羽病院.
3）京都第二赤十字病院.
4）京都橘大学 看護学部

P-A4-5 「押す局面」「引く局面」を導いた訪問看護師の思考プロセス  
～一人の訪問看護師の語りから～
仁科 有紀子1）、富岡 里江2）

1）医療法人社団 洋精会 訪問看護ステーション星が丘.
2）株式会社ウッディ 訪問看護ステーションはーと

P-A4-6 地域で暮らす医療的ケア児と家族を支援する家族支援専門看護師の実践知
手島 朋子1）、岡田 摩理2）、市川 百香里1）、古田 晃子3）、泊 祐子4）

1）シティ・タワー診療所.
2）日本赤十字豊田看護大学.
3）岐阜県総合医療センター.
4）大阪医科薬科大学

家族を支える資源

P-A5-1 セルフ・コンパッションを題材とする出産育児準備教育プログラムの評価  
―産後2年フォロー調査の報告
村本 美由希1,2）、池田 真理1,2）

1）東京大学大学院 医学系研究科 健康科学・看護学専攻 家族看護学分野.
2）東京大学大学院 医学系研究科 グローバルナーシングリサーチセンター

P-A5-2 幼児期の医療的ケア児を育てる母親のウェルビーイング形成に関する要素と支援ニーズ
石村 珠美1）、市原 真穂2）、臺 有桂3）

1）国際医療福祉大学 保健医療学部 看護学科.
2）千葉県立保健医療大学 看護学科.
3）神奈川県立保健福祉大学 保健福祉学部 看護学科

P-A5-3 多職種で作成したICU日記が家族にもたらす経験の質的検討
佐藤 菜月
東京都立多摩北部医療センター

P-A5-4 患者・利用者の家族とのコミュニケーションに関する看護職の困難度と心身症状との 
関連
岩瀨 和恵1）、嵐 弘美2）、櫻井 亜古1）、永田 智子1）、岩屋 裕美1）、原田 若奈1）、田中 千代1）、.
荒木田 美香子1）

1）川崎市立看護大学 看護学部.
2）神奈川県立保健福祉大学 保健福祉学部 看護学科
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P-A5-5 訪問看護師の家族支援における関わりの変容過程
松石 由美子1）、馬屋原 健裕2）、田中 明日香3）

1）合同会社 ルカ・ルミノラ.
2）熊本赤十字病院.
3）なごみ訪問看護ステーション

示説  Ｂ群　 第7会場（7F  第3展示室）  8月30日日  10:50-11:20 

子どもと家族2

P-B1-1 小児慢性疾患患者の親を対象とした「子どもの長期入院に伴う仕事の調整に関する 
親のビリーフ尺度」開発
柴田 明日香1,2）、竹之内 直子3,4）、佐竹 和代5）、植田 高弘6,7）、中田 尚子8）、小林 京子9）、.
上別府 圭子1,10）

1）東京大学大学院 医学系研究科 健康科学・看護学専攻 家族看護学分野.
2）国際医療福祉大学 成田看護学部 看護学科.
3）元 神奈川県立こども医療センター 小児がん相談支援室.
4）京都府立医科大学附属病院 看護部.
5）東京大学医学部附属病院 看護部.
6）日本医科大学付属病院 小児科.
7）日本医科大学武蔵小杉病院 小児科.
8）埼玉県立小児医療センター.
9）聖路加国際大学.
10）国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 保健医療学専攻 家族看護学領域

P-B1-2 Family-Centered Careと小児慢性疾患患者の親の仕事の調整に関するビリーフの関連
柴田 明日香1,2）、竹之内 直子3,4）、佐竹 和代5）、植田 高弘6,7）、中田 尚子8）、小林 京子9）、.
上別府 圭子1,10）

1）東京大学大学院 医学系研究科 健康科学・看護学専攻 家族看護学分野.
2）国際医療福祉大学 成田看護学部 看護学科.
3）元 神奈川県立こども医療センター 小児がん相談支援室.
4）京都府立医科大学附属病院 看護部.
5）東京大学医学部附属病院 看護部.
6）日本医科大学付属病院 小児科.
7）日本医科大学武蔵小杉病院 小児科.
8）埼玉県立小児医療センター.
9）聖路加国際大学.
10）国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 保健医療学専攻 家族看護学領域

P-B1-3 子どもと家族を対象とした プリパレーション（プレパレーション）研究についての 
文献検討
阿部 智子、川原 妙、山崎 あけみ
大阪大学大学院 医学系研究科

P-B1-4 子どもの付き添い入院に伴う家族への影響：家庭に残る家族の体験
高橋 葵1）、松澤 明美2）、佐々木 啓太2）

1）北海道教育大学 養護教諭特別別科.
2）北海道大学 大学院 保健科学研究院

P-B1-5 脳出血を発症した重度心身障害者の在宅退院を目指した家族支援  
～不安を抱える母への看護介入を通して～
國分 朋子、神子 美江
福島赤十字病院 3階病棟 看護部
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こころの健康問題をもつ人と家族

P-B2-1 結婚・妊娠・出産を経験した統合失調症の娘を支える母親のレジリエンスに関する 
事例研究
牧 マリコ1）、泊 祐子2）

1）日本赤十字九州国際看護大学.
2）大阪医科薬科大学

P-B2-2 家族レジリエンスとFamily-focused careに着目した発達障害当事者と家族の 
意思決定支援に関する文献検討
大塚 寛子
聖徳大学 看護学部 母性看護学

P-B2-3 精神疾患を持つ親と暮らす子どもの体験と生活および支援に関する文献研究
松橋 美奈1）、小林 裕美2）

1）四天王寺大学 看護学研究科 博士後期課程.
2）四天王寺大学 看護学研究科

P-B2-4 統合失調症を有しながら初めての育児に臨む母親と家族への訪問看護での関わり
田中 明日香1）、松石 由美子2）

1）なごみ訪問看護ステーション.
2）合同会社ルカ・ルミノラ

家族看護に関する教育

P-B3-1 臨床看護職者を対象とした家族看護継続教育の効果：スコーピングレビュー
早田 有希、中山 美由紀
大阪公立大学大学院 看護学研究科

P-B3-2 当院における家族看護研修会作成の評価 ー第1報ー
野町 磨意、岩井 弓香理
高知県立幡多けんみん病院

P-B3-3 当院における家族看護研修会の評価 －第2報－
岩井 弓香理、野町 磨意
高知県立幡多けんみん病院

P-B3-4 家族看護実践力を高める研修会の実践報告  
-公開講座を活用した家族看護実践の質の向上に向けた取り組み-
升田 茂章1,4）、畠山 卓也2,3）、鈴木 康美4）、吉川 紀子4,5）、中村 由美4,5）、川上 あずさ1,4）、.
石飛 悦子4,5）

1）奈良県立医科大学 医学部 看護学科.
2）奈良県立医科大学大学院 看護学研究科 非常勤講師.
3）高知県立大学 看護学部.
4）奈良県立医科大学 看護実践・キャリア支援センター.
5）奈良県立医科大学附属病院 看護部

P-B3-5 他職種に向けた家族看護研修会の評価と課題
野町 磨意
高知県立幡多けんみん病院
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P-B3-6 家族看護実践における生成AI活用の検討 －模擬事例を用いた比較－
田久保 由美子1）、臼井 雅美2）、中村 由美子3）

1）東京医療保健大学 千葉看護学部.
2）東都大学 沼津ヒューマンケア学部 看護学科.
3）天使大学大学院 看護栄養学研究科

家族看護学に関する研究

P-B4-1 救急・集中治療領域の新人看護師が家族との関わりの中で抱く心情  
―国内文献からの検討―
大嶋 美咲1）、小泉 織絵2）、井上 玲子2）

1）東海大学大学院 医学研究科 看護学専攻.
2）東海大学 医学部 看護学科

P-B4-2 アギュララ危機理論を用いた危機的状況にある患者家族の面会時の危機状況分析
佐野 陽子1）、新井 麻衣子1）、内田 亮1）、藤欠 勇志1）、菊地 悦子2）

1）厚木市立病院 看護部 ICUCCU.
2）学校法人 松陰学園 松蔭大学 看護学部

P-B4-3 人工呼吸器を必要とするこどもがいる家族の在宅生活へ移行後の経験に関する 
国外文献検討
山口 智治1,2）、川原 妙2）、山崎 あけみ2）

1）聖マリア学院大学 看護学部.
2）大阪大学大学院 医学系研究科 保健学専攻

P-B4-4 AYA世代がん患者の家族支援に関する文献レビュー
橋本 理恵子
兵庫医科大学 看護学部

P-B4-5 家族の相互依存に関する概念分析
山口 泉1）、児玉 久仁子2,3）、井上 玲子2）

1）東海大学大学院 医学研究科 看護学専攻.
2）東海大学 医学部 看護学科.
3）医療法人有隣会 わかくさ病院

P-B4-6 家族の意思決定における「関係的自律」概念の適用可能性に関する文献検討
泉 真由1）、瓜生 浩子2）

1）高知県立大学 看護学研究科.
2）高知県立大学 看護学部

P-B4-7 家族看護学理論の開発と適用の世界的動向：スコーピングレビューによる検討
本田 順子1）、築田 誠2）、野島 敬祐3）、福井 美苗4）

1）兵庫県立大学 地域ケア開発研究所.
2）兵庫医科大学 看護学部.
3）京都橘大学 看護学部.
4）東京大学大学院 医学系研究科 家族看護学分野 
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P-B4-8 岡山家族看護研究会 25年間の継続を可能とした活動を振り返る
犬飼 智子1）、橋本 眞紀2）、樋口 妙子3）、上村 奈緒子4）、松本 慶子2）、中嶋 香織5）、安木 信子6）、.
齋藤 貴美子7）

1）川崎医療福祉大学 保健看護学部 保健看護学科.
2）岡山家族看護研究会.
3）岡山県訪問看護ステーション連絡協議会.
4）岡山大学病院.
5）訪問看護ステーション ハッピーズ.
6）川崎医療短期大学 看護学科.
7）益田市医師会訪問看護ステーション

示説  Ｃ群　 第7会場（7F  第3展示室）  8月30日日  14:00-14:30 

子どもと家族3

P-C1-1 低出生体重児における離乳食の開始および支援の研究動向：スコーピングレビュー
笠井 由美子、村田 翔
川崎市立看護大学 看護学部 看護学科

P-C1-2 1歳6か月健診を受診する家族の健康観 ～社会的健康観に焦点を当てて～
有馬 朋佳1）、中田 陽菜2）、河野 朱里3）、濵田 帆花4）、本荘 明日香5）、三栖 礼女1）、岩﨑 順子6）

1）高知県高知市病院企業団立高知医療センター.
2）神戸市立医療センター中央市民病院.
3）箕面市立病院.
4）兵庫県立西宮病院.
5）岡山市役所.
6）高知県立大学 看護学部

P-C1-3 ペアレント・トレーニングの講習回数による介入効果の比較  
―親の育児態度と子どもの行動変容に着目して―
小林 佳寛1）、荒木田 美香子2）、藤田 千春1）

1）杏林大学 保健学部看護学科 看護養護教育学専攻.
2）川崎市立看護大学 看護学部 看護学科

P-C1-4 両親のワーク・エンゲイジメントがコペアレンティング関係および幼児の 
社会的スキルに及ぼす影響
矢郷 哲志、佐藤 伊織
東京科学大学大学院 保健衛生学研究科 小児・家族発達看護学

P-C1-5 在日中国人家族の妊娠期から育児期まで家族内外ネットワークの変化と家族の 
Well-beingの変化 ー予備調査
Lin Qiting1,2,3）、副島 尭史3）、張 詩琪3）

1）The Eighth Clinical Medical College of Guangzhou University of Chinese Medicine.
2）Foshan Hospital of Traditional Chinese Medicine..
3）神戸大学大学院医学系研究科
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エンドオブライフケアと家族

P-C2-1 在宅終末期にある祖父母をケアする子育て期親子のアドバンス・ケア・プランニング 
対話支援教材の予備的検討
安井 渚1）、川原 妙2）、山崎 あけみ2）

1）畿央大学 健康科学部 看護医療学科.
2）大阪大学 大学院医学系研究科 保健学専攻

P-C2-2 がん遺伝子パネル検査結果開示時に治療がないと告げられた家族への看護  
―架空事例を用いた検討から―
東樹 京子、岩爪 美穂、大谷 亜吏子、角谷 奈々、河崎 弘子、市川 智里
国立がん研究センター東病院

P-C2-3 終末期がん患者家族の訴えを患者の安楽への認知変容につなげた家族看護
福岡 泰弘
公益財団法人 筑波メディカルセンター病院

P-C2-4 終末期がん患者が予後予測を超えて生存し沖縄旅行を敢行した家族の心理的変容
斉藤 岳史、龍野 八重子、林 健太郎
医療法人 AGRIE

P-C2-5 終末期がん患者家族の在宅看取りにおける覚悟に関する文献検討
生本 万知子1）、瓜生 浩子2）

1）高知県立大学 看護学研究科博士前期課程高度実践コース家族看護領域.
2）高知県立大学 看護学部

P-C2-6 緩和ケア病棟における高齢がん患者の入退院支援プロセス
平野 千穂
公立大学法人 福島県立医科大学 会津医療センター附属病院

P-C2-7 家族との協働型エンドオブライフケアの支援行動に関連する看護者の困難感
岩﨑 順子1）、嶋岡 暢希1）、中村 由美子2）、野嶋 佐由美3）、髙谷 恭子1）、中野 綾美3）

1）高知県立大学 看護学部.
2）天使大学大学院看護学栄養学研究科.
3）前高知県立大学大学院看護学研究科

死別と家族

P-C3-1 乳腺外来におけるビリーブメントカード郵送の取り組み
渡嘉敷 昌代、川崎 涼子、宮良 球一郎、宮国 孝男
医療法人 琉藍会 乳腺・甲状腺クリニック うらそえ

P-C3-2 ICU終末期看護における病床の写真が家族・看護師に与える意味・影響  
―文献検討からの1考察―
小市 好
防衛医科大学校病院

P-C3-3 緩和ケア病棟における家族会の再構築にむけた活動報告
西村 洋子、萩原 夏紀
日本赤十字社医療センター
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P-C3-4 看取りを目指す家族と断念する家族へのグリーフケアの経験  
－訪問看護師A氏の個別分析－
村田 尚子1）、小林 裕美2）

1）同志社女子大学 看護学部 看護学科.
2）株式会社 在宅看護実践研究所

急性の健康問題をもつ人と家族

P-C4-1 意思決定が困難な患者と家族に対する自宅退院に向けた病棟看護師の看護実践
岩橋 良児1）、尾中 杏樺1）、田畑 知里1）、若林 理太1）、寒川 友起子2）、植山 幸美1）、野口 理恵1）

1）和歌山県立医科大学附属病院.
2）和歌山県立医科大学 保健看護学部 保健看護学科

P-C4-2 救急外来での代理意思決定事例において医師の対応に変化を生じた事例報告  
―看護師の思考と行動に焦点化して―
澤田 紀子1）、櫻井 大輔2）、園川 雄二3）

1）東京医科大学病院.
2）東海大学医学部看護学科.
3）東海大学医学部付属病院

P-C4-3 家族との関係性コンフリクトから調和に至ったプロセスにおける看護単位責任者の実践
園川 雄二1）、櫻井 大輔2）

1）東海大学 医学部 付属病院.
2）東海大学 医学部 看護学科

慢性の健康問題をもつ人と家族

P-C5-1 家族員を介護する中国人家族の問題解決力のアセスメント： 
家族環境アセスメント指標（FEAI）を用いて
徐 速1）、劉 明菲1）、太田 浩子2）、法橋 尚宏2）

1）神戸大学大学院 保健学研究科.
2）神戸大学大学院 医学系研究科

P-C5-2 軽症脳卒中患者が家族と共に取り組む再発予防に向けたセルフマネジメント
長尾 涼太1）、畠山 卓也2）

1）社会医療法人白十字会 白十字病院.
2）高知県立大学

P-C5-3 重症呼吸不全の認知症患者と車いす生活の家族が望む自宅療養を限界まで支えた 
訪問看護
小渕 真理、田嶋 ひろみ
亀田総合病院 看護部

高齢者と家族

P-C6-1 気温上昇に伴う高温多湿環境下における高齢者の生活環境に関する文献検討
田淵 靖子
下関市立大学 看護学部 看護学科
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P-C6-2 軽度認知障害（MCI）レカネマブ治療における家族の思い  
～家族にアンケート調査を行って～
田畑 洋子、東 郁美、辻石 美智子
加賀市医療センター 看護部 外来

P-C6-3 介護拒否の強い認知症高齢者と閉ざされた生活を送る家族を結び付けひらいた 
無理せず無理させない訪問看護
富岡 寿英1）、柄澤 清美2）、雨宮 有子3）、橋本 理恵子4）、米村 法子5）、家髙 洋6）

1）東京医療保健大学.
2）新潟青陵大学.
3）千葉県立保健医療大学.
4）兵庫医科大学.
5）田園調布医師会立訪問看護ステーション.
6）東北医科薬科大学
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委員会企画

委員会企画1 　 第2会場（2F  龍馬学園イベントホール）  8月29日土  13:20-14:40 

＜研究促進委員会＞

臨床現場発の問い（CQ）を研究へとつなぐ： 
家族看護における実践・教育・研究のトライアングルシステムの構築

　　企画者：�鈴木 雅智1,2）、上別府 圭子2）、荒木田 美香子3）、井上 玲子4）、村山 志保2）、.
松本 和史5）、高見 紀子6）、吉備 智史7）、小林 京子8）

話題提供者：高谷 恵理9）

1）日本医科大学付属病院.
2）国際医療福祉大学大学院.
3）川崎市立看護大学.
4）東海大学.
5）東京医療保健大学.
6）北里大学病院.
7）特定非営利活動法人 Ohanakids.
8）聖路加国際大学.
9）川崎医科大学総合医療センター

委員会企画2 　 第2会場（2F  龍馬学園イベントホール）  8月29日土  15:00-16:20 

＜教育促進委員会＞

「家族看護の基礎的な知識と実践力を育成する教育ツール【看護基礎教育版】（仮称）」 
検討過程の共有と今後に向けた意見交換

　　企画者：長戸 和子1）

話題提供者：相墨 生恵2）、浅岡 裕子3）、瓜生 浩子4）、関根 光枝5）、服部 淳子6）、山村 江美子7）

1）元 高知県立大学 看護学部.
2）岩手県立大学 看護学部.
3）日本福祉大学 看護学部.
4）高知県立大学 看護学部.
5）日本赤十字社医療センター.
6）愛知県立大学 看護学部.
7）聖隷クリストファー大学 看護学部
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委員会企画3 　 第2会場（2F  龍馬学園イベントホール）  8月30日日  10:50-12:10 

＜実践促進委員会＞

臨床で使える”家族看護実践ガイド”の開発  
―3つの場面への展開を見据えた入門編の構築―

　　企画者：�藤井 淳子1）、藤原 真弓2）、永冨 美知子3）、浅井 桃子4）、浅岡 裕子5）、浅野 悠佳6）、.
川村 真澄7）、三枝 真理8）、佐藤 奈津9）、松本 修一10）、米田 愛11） 

話題提供者：加藤 智子12）

1）東京女子医科大学病院.
2）堺市立総合医療センター.
3）日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院.
4）神戸医療福祉センターにこにこハウス.
5）日本福祉大学.
6）東京都立大学大学院 人間健康科学研究科 看護科学域.
7）JA北海道厚生連 札幌厚生病院.
8）東海大学医学部付属病院.
9）東京慈恵会医科大学附属柏病院.
10）洛和会音羽病院.
11）兵庫県立尼崎総合医療センター.
12）聖隷浜松病院

委員会企画4 　 第2会場（2F  龍馬学園イベントホール）  8月30日日  14:30-15:50 

＜編集委員会＞

”惜しい論文”にならないための執筆のコツをご一緒に考えませんか

　　企画者：�山崎 あけみ1）、伊東 美佐江2）、川原 妙1）、川原 美紀3）、小西 美樹4）、佐藤 伊織5）、.
辻村 真由子6）、真継 和子7） 

話題提供者：池添 志乃8）、柄澤 清美9）、野口 麻衣子10）

1）大阪大学大学院.
2）山口大学大学院.
3）東京女子医科大学.
4）獨協医科大学.
5）東京科学大学.
6）滋賀医科大学.
7）大阪医科薬科大学.
8）高知県立大学.
9）新潟青陵大学.
10）東京大学大学院
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交流集会

交流集会1　 第3会場（11F  大講義室）  8月29日土  10:40-11:50 

「渡辺式」その17　「コンフリクトはここに起きている‼」  
－「渡辺式」家族アセスメント/支援モデルでの医療者と患者、家族の伴走－

企画代表者：佐藤 律子1）

企画協力者：�柳原 清子2）、櫻井 大輔3）、三枝 真理4）、澤田 紀子6）、木村 藍子4）、園川 雄二5）、.
藤村 望7） 

1）横須賀市立総合医療センター 地域周産期医療センター.
2）「渡辺式」家族看護研究会.
3）東海大学.
4）東海大学医学部付属病院 看護外来.
5）東海大学医学部付属病院 血液腫瘍内科病棟.
6）東京医科大学病院 ERプライマリ.
7）船橋市立医療センター ICU/CCU

交流集会2　 第4会場（7F  第1展示室A）  8月29日土  10:40-11:50 

事例から考えてみよう －カルガリー家族システム看護の実践－

企画代表者：中村 由美子1）

企画協力者：�臼井 雅美2）、田久保 由美子3）

1）天使大学大学院 看護栄養学研究科.
2）東都大学 沼津ヒューマンケア学部 看護学科.
3）東京医療保健大学 千葉看護学部

交流集会3　 第4会場（7F  第1展示室A）  8月29日土  13:50-15:00 

家族メディエーション ―調和を生み出す対話の場づくり―

企画代表者：茶谷 妙子1）

企画協力者：�渡辺 裕子1）、富岡 里江2）

1）NPO法人 日本家族関係・人間関係サポート協会.
2）株式会社ウッディ 訪問看護ステーションはーと
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交流集会4　 第4会場（7F  第1展示室A）  8月29日土  15:20-16:30 

家族支援専門看護師と考える “患者の予期せぬ病状悪化に直面する家族”への支援

企画代表者：永野 晶子1）

企画協力者：�蓮見 歩2）、阿川 勇太3）、藤原 真弓4）、山内 文5）、米田 愛6）、黒田 真可7）、.
井上 敦子8）、中山 美由紀8）、佐藤 美樹9）、籔内 亜希10）

1）独立行政法人労働者健康安全機構 大阪ろうさい病院.
2）株式会社GIVE＆MAKE クリケア訪問看護ステーション.
3）大阪総合保育大学 児童保育学部乳児保育学科.
4）地方独立行政法人 堺市立病院機構 堺市総合センター.
5）地方独立行政法人大阪府病院機構 大阪母子医療センター.
6）兵庫県立尼崎総合医療センター.
7）一般社団法人 住友病院.
8）大阪公立大学 看護学部看護学科.
9）社会福祉法人恩賜財団済生会支部 大阪府済生会中津病院.
10）徳島赤十字病院

交流集会5　 第5会場（7F  第2展示室）  8月29日土  10:40-11:50 

CMC×ラダー研修 -ケアの意味を見つめる事例研究で“現場の力”を育む-

企画代表者：仁昌寺 貴子1）

企画協力者：�雨宮 有子2）、池田 真理3）、柄澤 清美4）、野口 麻衣子3）、山本 則子3）

1）日本赤十字看護大学.
2）千葉県立保健医療大学.
3）東京大学.
4）新潟青陵大学

交流集会6　 第5会場（7F  第2展示室）  8月29日土  13:50-15:00 

家族エンパワメントプログラムをあなたの地域で実装してみませんか  
―遠隔×対面で広がるケアラー支援モデルの創出―

企画代表者：涌水 理恵1）

企画協力者：�海野 潔美2）、佐藤 伊織3）、藤岡 寛4） 、佐々木 啓太5）、谷口 育6）、葛西 茉莉聖7）

1）筑波大学 医学医療系 発達支援看護学.
2）茨城キリスト教大学 看護学部 .
3）東京科学大学 保健衛生学研究科 小児・家族発達看護学分野.
4）茨城県立医療大学 保健医療学部 看護学科.
5）北海道大学大学院 保健科学研究院 創成看護学分野 小児看護学.
6）文京学院大学 保健医療技術学部 看護学科.
7）東京大学医学部附属病院 看護部
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交流集会7　 第5会場（7F  第2展示室）  8月29日土  15:20-16:30 

かぞくのがっこう発「家族の中でのバウンダリーについて考えてみよう」

企画代表者：渡辺 美惠子1）

企画協力者：�株崎 雅子2）、寺師 千恵3）、笹森 明穂4）、金澤 比呂美5）

1）医療法人社団悠翔会.
2）地方独立行政法人埼玉県立病院機構 埼玉県立小児医療センター.
3）株式会社ウッディ 訪問看護ステーションはーと.
4）自治医科大学附属さいたま医療センター.
5）大津赤十字病院

交流集会8　 第6会場（7F  第4展示室）  8月29日土  10:40-11:50 

地震被災者家族の家族レジリエンスを高める： 
家族システムユニットストレス理論を用いた事例検討

企画代表者：法橋 尚宏1）

企画協力者：�角野 あおば2）、高田 安由美2）、川島 美保1）、徐 速2）、劉 明菲2）、姜 詩琴1）、.
矢野 春香3）

1）神戸大学大学院 医学系研究科 家族看護学分野.
2）神戸大学大学院 保健学研究科 家族看護学分野.
3）香芝生喜病院

交流集会9　 第6会場（7F  第4展示室）  8月29日土  13:50-15:00 

遺族のグリーフを支える  
～葬儀社・エンバーマーの実践とCompassionate Community～

企画代表者：濵田 裕子1,2）

企画協力者：�藤田 紋佳2,3）、森口 晴美1,2）、相星 香2,4）、宇屋 貴5）、佐藤 律子6）、関根 光枝7）、.
中村 加奈子8）、市川 百香里9）、山口 智治10）、岡田 摩理11）、松本 祐佳里12）

1）下関市立大学.
2）認定NPO法人福岡こどもホスピスプロジェクト.
3）名古屋大学.
4）九州大学.
5）公益社.
6）横須賀市立総合医療センター.
7）日本赤十字社医療センター.
8）福岡女学院看護大学.
9）（公社）地域医療振興協会 シティタワー診療所.
10）聖マリア学院大学.
11）日本赤十字豊田看護大学.
12）福岡大学
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交流集会10　 第6会場（7F  第4展示室）  8月29日土  15:20-16:30 

看護基礎教育における家族看護学講義の展開 パート4 
―学生によるシナリオ作成とロールプレイの導入とその教育的意義―

企画代表者：川原 妙1）

企画協力者：�松本 和史2）、村山 志保3）、藤岡 寛4）、阿部 智子1）、安井 渚5）

1）大阪大学大学院 医学系研究科 保健学専攻.
2）東京医療保健大学 東が丘看護学部.
3）国際医療福祉大学大学院.
4）茨城県立医療大学.
5）畿央大学 健康科学部 看護医療学科

交流集会11　 第4会場（7F  第1展示室A）  8月30日日    9:30-10:40 

家族支援専門看護師の活動を、ニーズのある人に届けるには  
ーそのために、何を考えどのように行動するのかー

企画代表者：浅岡 裕子1）

企画協力者：�本田 順子2）、小野 美雪3）、中村 剛士4）、長谷川 直紀5）、加藤 智子6）

1）日本福祉大学 看護学部.
2）兵庫県立大学 地域ケア開発研究所.
3）社会医療法人 誠光会 淡海医療センター.
4）西大須 伊藤内科・血液内科.
5）株式会社大広 ソリューションデザイン本部 ストラテジックプランニング局.
6）聖隷浜松病院

交流集会12　 第4会場（7F  第1展示室A）  8月30日日  11:00-12:10 

家族の強みをケアに活かそう！－コンフリクト事例から学ぶ－

企画代表者：榎本 美由貴
企画協力者：�近藤 美和子、茶谷 妙子

わそら街なかナースステーション
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交流集会13　 第4会場（7F  第1展示室A）  8月30日日  13:10-14:20 

重症心身障害・医療的ケア児者の母親自身の意思決定を問い直す  
～「母親」が背負う構造的孤立を解きほぐし、真の「最善」をともに創るために～

企画代表者：仁宮 真紀1）

企画協力者：�市原 真穂2）、平山 五月3）、石村 珠美4）、倉田 慶子5）

1）旭川荘療育・医療センター 看護部.
2）千葉県立保健医療大学 看護学科.
3）特定非営利活動法人ちゃいるどりいむ.
4）国際医療福祉大学 小田原保健医療学部 看護学科.
5）湘南医療大学 保健医療学部 看護学科

交流集会14　 第4会場（7F  第1展示室A）  8月30日日  14:40-15:50 

なるほど！そう見えるのか！！ 初めての人でもわかる 
『渡辺式家族アセスメント/支援モデル』

企画代表者：新泉 真砂子1）

企画協力者：�金澤 比呂美2）、富岡 里江3）、堤 真紀4）、株崎 雅子5）

1）公益社団法人 埼玉県看護協会 与野訪問看護ステーション .
2）大津赤十字病院.
3）株式会社ウッディ 訪問看護ステーションはーと.
4）訪問看護ステーションみのり.
5）地方独立行政法人埼玉県立病院機構 埼玉県立小児医療センター

交流集会15　 第5会場（7F  第2展示室）  8月30日日    9:30-10:40 

「困った行動」の裏側にあるもの  
～ポリヴェーガル理論で読み解く、お互いに優しいケアのヒント～

企画代表者：岡田 辰江1）

企画協力者：�木山 由美3）、細井 直美2）

1）県立広島病院.
2）医療法人社団慈誠会上坂橋訪問看護リハビリステーション.
3）元県立広島病院

交流集会16　 第5会場（7F  第2展示室）  8月30日日  11:00-12:10 

高次脳機能障害をもち子どもを育てる当事者と家族への支援を考える

企画代表者：原田 めぐみ1）

企画協力者：北島 麻衣子2）、山田 洋子1）、速水 亜矢子1）

1）岐阜県立看護大学 看護学部 看護学科.
2）かけはしプロジェクト
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交流集会17　 第5会場（7F  第2展示室）  8月30日日  13:10-14:20 

昭和から令和へ…「家族のかたち」はどう変わったかを語りませんか？

企画代表者：福山 幸子1）

企画協力者：�岡田 辰江2）、新泉 真砂子3）、佐藤 理恵4）

1）さがみはら訪問看護ステーション結.
2）県立広島病院.
3）公益社団法人 埼玉県看護協会 与野訪問看護ステーション.
4）一般財団法人同友会 藤沢訪問看護ステーション

交流集会18　 第5会場（7F  第2展示室）  8月30日日  14:40-15:50 

突然、“がん終末期”と告げられたときの患者家族への支援  
― 患者家族の体験から家族看護を問い直すー

企画代表者：平山 五月1）

企画協力者：�松本 修一2）、塩飽 和美3）、中島 真希4）、藤永 純一4）、本江 真人4）、山中 妙恵子5）、.
守屋 有紀子6）、宗時 千枝美7）、泊 祐子8）、古城 真秀子9）

1）児童発達支援・放課後等デイサービスMayMay.
2）洛和会音羽病院.
3）東宝塚さとう病院.
4）愛仁会高槻病院.
5）大阪発達総合療育センター.
6）いなだ訪問クリニック.
7）株式会社エール.
8）大阪医科薬科大学.
9）国立病院機構岡山医療センター

交流集会19　 第6会場（7F  第4展示室）  8月30日日    9:30-10:40 

老々介護の厳しさに直面した看護師がどのように向き合っていくか？ 
ロールプレイで学びましょう

企画代表者：佐藤 尚子1）

企画協力者：�畠山 とも子2）、加藤 久美3）、佐々木 美奈4）、渡邉 竜二3）

1）社会福祉法人恩賜財団済生会支部福島県済生会 済生会福島総合病院.
2）家族看護実践センター.
3）医療法人磁心会 村上病院.
4）一般財団法人 大原記念財団 大原綜合病院
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交流集会20　 第6会場（7F  第4展示室）  8月30日日  11:00-12:10 

「家族看護エンパワーメントモデル」を活用して考える 
意思決定に難航している家族の支援

企画代表者：池添 志乃1）

企画協力者：�長戸 和子2）、瓜生 浩子1）、源田 美香1）、岩井 弓香理3）、田中 明日香4）、.
仁科 有紀子5）、西村 洋子6）、松下 由香7）、山﨑 ちひろ8）

1）高知県立大学 看護学部.
2）元 高知県立大学 看護学部.
3）高知県立幡多けんみん病院.
4）なごみ訪問看護ステーション.
5）訪問看護ステーション星ケ丘.
6）日本赤十字医療センター.
7）高知医療センター.
8）岐阜聖徳学園大学 看護学部

交流集会21　 第6会場（7F  第4展示室）  8月30日日  13:10-14:20 

災害後における家族レジリエンスを促す看護支援モデルの活用 
－「崩れた基本的生活を立て直せるように導く看護アプローチ」に焦点をあてて ‐

企画代表者：池添 志乃1）

企画協力者：�田井 雅子1）、畠山 卓也1）、森下 幸子1）、藤代 知美2）、中野 綾美3）、野嶋 佐由美3）

1）高知県立大学 看護学部.
2）四国大学 看護学部.
3）高知県立大学 名誉教授

交流集会22　 第6会場（7F  第4展示室）  8月30日日  14:40-15:50 

臨床現場における機能不全家族の問題 －対処困難家族への対処の在り方

企画代表者：日下 修一1）

企画協力者：�野原 真理1）、和田 佳子2）、園部 明美3）、浮田 ひかり4）、吉田 有希5）

1）新潟薬科大学 看護学部.
2）松蔭大学 看護学部.
3）無所属.
4）虎の門病院 看護部.
5）新潟中央病院 看護部
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よろず相談

よろず相談　 第8会場（7F  第1展示室B）  8月29日土  11:30-13:00  
   　　　　　  15:00-16:00  
   8月30日日  11:30-13:00 

家族支援専門看護師による”よろず相談”

藤井 淳子1）、藤原 真弓2）、加藤 智子3）、永冨 美知子4）

1）東京女子医科大学病院.
2）堺市立総合医療センター.
3）聖隷浜松病院.
4）日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院


